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選択テーマ︓③ 地域資源の掘り起しと活⽤による地域創⽣・町おこし 
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宮崎県立日向高等学校 「日向市小さな小さな砂浜の会」 （3 年･佐保太晟，3 年･山本 栞，3 年･太田雄士） 

（応募⽤紙より）

（発表資料より）

◆どんなアイデア︖ 
流⽊を利⽤したサーフボード型のストラ
ップの製作・販売などを通して、サーフス
ポットとしての⽇向市の認知度の向上を
図る。 

◆思い付いたきっかけは︖ 
⽇向市が良いサーフスポットであること
を市⺠があまり知らないという現状と、海
岸に漂着する流⽊が多いという問題点を
解決したいと思ったこと。 

◆作品に仕上げるまでの苦労や⼯夫は︖ 
市役所・市⺠・企業にとってメリットのあ
る企画を⽴案すること。 

◆発表会で特に伝えたかった特⻑は︖ 
市⺠ボランティア → 集めた流⽊でスト
ラップ製作・販売 → 認知度 UP による観
光客数の増加、という循環型の活動。 
この活動を継続させることで、⽇向サーフ
ィンの認知度を⾼めることができる。 

◆実現したらどんな社会貢献が可能︖ 
サーフスポットの流⽊などの漂着物を減
らすことで、さらにきれいな海にすること
ができ、サーフスポットとしての⼈気も⾼
まると考えられる。また、市⺠が、⽇向市
に⽇本有数のサーフスポットがあると認
識することで、市の PR のあり⽅も、良い
意味で変わってくると考えられる。 

◆今後取り組んでみたいことは︖ 
サーフボード型ストラップの試作品製作
や、ボランティアによる海岸清掃の定期的
開催の定着。 

（参加レポートより）
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選択テーマ︓① 楽しく分かりやすい学校教育 
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宮崎県立日向高等学校 「ＳＴＲ」 （3 年･黒木詞未，3 年・木下慎之介，3 年・須藤里穂） 

（応募⽤紙より）

（発表資料より）

◆どんなアイデア︖ 
⼩学校の英語教育について、⽣徒側と先⽣側そ
れぞれの課題点を⾒つけて、具体的な策を出し、
リンクさせていけるようなアイデア。 

◆思い付いたきっかけは︖ 
メンバー全員、英語に興味があったのと、私た
ちの住む⽇向市が、⼩学１年次からの英語教育
に取り組んでいることもあり、問題点を解決し
たいと考えたため。 

◆作品に仕上げるまでの苦労や⼯夫は︖ 
伝えたいことを上⼿く 4 分にまとめられるよう
にすることに苦労した。パワーポイントの⾊使
いや字の⼤きさに気を付けた。 

◆発表会で特に伝えたかった特⻑は︖ 
早くからの英語教育で⼾惑うのは⽣徒だけでな
く、先⽣も⼀緒であるので、そこに着⽬し、先
⽣の授業への不安やALTとのコミュニケーショ
ン不⾜を解消するために、オリジナルプロフィ
ール作成や、授業の教え合いなどを提案したこ
と。 

◆実現したらどんな社会貢献が可能︖ 
１⼈１⼈の英語⼒を向上させることができる。

◆今後取り組んでみたいことは︖ 
オリジナルプロフィールを作成し、いくつかの
学校に導⼊して効果を確かめる。 

（参加レポートより）
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努 力 賞 

選択テーマ：① 楽しく分かりやすい学校教育 

"逆さ"の学校 ～ICT と習熟度教育～ 

大分県立大分商業高等学校 1 年 高瀬 智彗 

（応募用紙より）

（発表資料より）

◆どんなアイデア？
最近発展している情報機器を用いた ICT
教育で、家でも授業を受けられる”反転授
業”を導入する。加えて、少人数クラスを作
り、習熟度で分けるアイデア。 

◆思い付いたきっかけは？
自分が学校を休んだときに、授業に追い付
けず、体調そっちのけで必死になり、自分
として疲弊していたこと。中学が学力世界
の極みであって、孤立を感じていたこと。

◆作品に仕上げるまでの苦労や工夫は？
既にある教育体制を、大分、全国に導入す
るために、今の学生に何が必要なのかを周
りの人に聞いて回ったこと。 

◆発表会で特に伝えたかった特長は？
私たちの世代が大人として社会に出たと
き、必要とされる素質を 2つ挙げ、かつ、
その素質を、このアイデアで成立させるこ
とができる、ということ。 

◆実現したらどんな社会貢献が可能？
情報化の更なる発展と、人間としての精神
的な発展。学校を休んだとしても、自分の
良いときに授業を見直すことができる。 

◆今後取り組んでみたいことは？
家でも見ることができるように、インター
ネット環境を自治体規模で備えること。 

（参加レポートより）
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努 力 賞 

選択テーマ：② 介護に役立つアイデア・サービス 

寂しい日常を変える頼もしい存在を貴方に 

大分県立宇佐産業科学高等学校 2 年 西原 奈央 

（応募用紙より）

（発表資料より）

◆どんなアイデア？
ＡＩを使って高齢者の方を介護、サポート
するアイデア。 

◆思い付いたきっかけは？
インターネットで、日本は深刻な超少子高
齢化社会であると書かれた記事を見つけ
たのがきっかけ。 

◆作品に仕上げるまでの苦労や工夫は？
実際に高齢者の立場になって、もし自分が
こうなったらこれがあれば凄く助かるな、
と考えたり、機械の操作を簡単にできるよ
うにしたところ。 

◆発表会で特に伝えたかった特長は？
実際に利用者の方と会話ができるところ。

◆実現したらどんな社会貢献が可能？
認知症予防、孤独死予防、医療費や介護の
負担の軽減。 

◆今後取り組んでみたいことは？
ＡＩとは違った介護のアイデアを発案し
たい。 

（参加レポートより）
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選択テーマ︓② 介護に役⽴つアイデア・サービス 
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大分県立宇佐産業科学高等学校 2 年 西原 奈央 

（応募⽤紙より）

（発表資料より）

◆どんなアイデア︖ 
ＡＩを使って⾼齢者の⽅を介護、サポート
するアイデア。 

◆思い付いたきっかけは︖ 
インターネットで、⽇本は深刻な超少⼦⾼
齢化社会であると書かれた記事を⾒つけ
たのがきっかけ。 

◆作品に仕上げるまでの苦労や⼯夫は︖ 
実際に⾼齢者の⽴場になって、もし⾃分が
こうなったらこれがあれば凄く助かるな、
と考えたり、機械の操作を簡単にできるよ
うにしたところ。 

◆発表会で特に伝えたかった特⻑は︖ 
実際に利⽤者の⽅と会話ができるところ。

◆実現したらどんな社会貢献が可能︖ 
認知症予防、孤独死予防、医療費や介護の
負担の軽減。 

◆今後取り組んでみたいことは︖ 
ＡＩとは違った介護のアイデアを発案し
たい。 

（参加レポートより）
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選択テーマ︓③ 地域資源の掘り起しと活⽤による地域創⽣・町おこし 
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愛媛県立土居高等学校 「情報科学部」 （3 年･立川絢太，3 年･高倉銀河，3 年･前田陸也） 

（応募⽤紙より）

（発表資料より）

都合によりやむを得ず審査会（発表会）を欠席したため、残念ながら受賞には至りませんでしたが、最終審査に残った１０作品

のうちの１つとして、ここで紹介します。 
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選択テーマ︓③ 地域資源の掘り起しと活⽤による地域創⽣・町おこし 
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愛媛県立土居高等学校 「情報科学部」 （3 年･立川絢太，3 年･高倉銀河，3 年･前田陸也） 

（応募⽤紙より）

（発表資料より）

都合によりやむを得ず審査会（発表会）を欠席したため、残念ながら受賞には至りませんでしたが、最終審査に残った１０作品

のうちの１つとして、ここで紹介します。 


